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概 

要 

日 時 ２０１０年８月２９日（日）１５：００～２２：００ 

場 所 
試合会場：神奈川県立保土ヶ谷公園サッカー場 

試合分析会場：かながわ県民活動サポートセンター会議室３０３ 

主催者 神奈川県サッカー審判協会 

テーマ 審判知識の取得と審判技術の向上を図る 

受講者 19 名 

指導者 早坂良雄 今井春夫 砂川惠一 事務局 兼井新一(記)  

内 
 

容 

【試合内容】 

神奈川県サッカー選手権大会兼天皇杯全日本サッカー選手権大会神奈川県代表決定戦 

試合開始 15：30 

対戦 S.C.相模原 vs. Y.S.C.C  スコア 2:4 (1:3)(1:1) 

主審 聳城巧 副審 地主尚和 副審 三浦誠 4th 福島雄一 

 

【試合分析】 

試合のビデオを見て解析し、その場面での判定を審判団に確認・検証する 

自分が主審・副審だったらどう判定するかなど、審判団 4名との意見交換を実施 

 

【懇親会】 

審判団を囲んでの意見交換と参加者の親睦を深めた 

所 
 

感 

＜試合観戦＞ 

残暑が大変厳しい中、J リーグ参加を目指す県社会人 1 部の S.C.相模原と JFL 参入をチャレ

ンジする Y.S.C.C との対戦が両チームのサポーターでスタンドが満杯のもとで行われました。 

先ずリードをしたのは総合力で勝る Y.S.C.C で、前半 24 分、相手 DF を振り切って、持ち込

み先取点、その後、前半 32 分にも追加点を取りリードを広げますが、前半 33 分、高い個人技

を発揮して S.C.相模原はペナルティーエリア内にドリブルで持ち込んだのを倒されファウルの

判定(ＰＫ)⇒得点し追い上げた。しかし、Y.S.C.C は前半 38 分、相手チームのパスをカットし

て、カウンターで前線に送り、ゴールキーパーと 1 対 1 の末、駄目押しの 3 点目を取って前半

を終了した。 

後半もY.S.C.Cは厳しいチェックから試合を優位に支配し、後半14分にＰＫで得点。粘るS.C.

相模原も後半 42分に 2点目を得るが、終始攻撃の主導権を持った Y.S.C.C が 4対 2で勝利した。

後半は S.C.相模原の選手が苛立ち、警告を受ける場面が多く、主審の聳城氏が何度となく選手

へ注意をしていた。その結果、荒れることも無く終了。 

関東リーグ 1 部優勝を果たし、チームコンデションも良かった Y.S.C.C がチーム力で勝ち得

た試合であった。おめでとうございます。 

主審を務めた聳城、副審の地主、三浦、第 4の審判福島の 4氏、大変お疲れ様でした。 

 

＜試合分析＞ 

1 級インストラクターの砂川氏からポイントを何点か抽出頂き、その場面を繰り返し放映、審

判団の判定説明と参加者からの質問や意見を交換した。砂川氏から参加者へ「皆はどう見えた

か」「どう対処するか」と投げかけがあり、アウェアネス(気付き)、マンマネージメント(対処)、

副審との協力などのテーマからアドバイスを聞いた。また元 1 級インストラクターの早坂氏か

らもコメント頂き、より高いレベルの試合分析ができました。 

また、今回は 3 級昇格セミナーの 4 級審判員から 1 級審判員の秋澤氏にも参加頂き、幅広い

層での参加が意見・発言も幅の広いものになりましたし、試合映像があり、審判団の本音が聞

かれ、今後の審判活動に参考になるとても有意義な試合分析でした。もう少し見たい・聞きた

いところがあったのにという思いを持って、予定の 2時間が過ぎてしまいました。 

 

＜懇親会＞ 

審判協会の活動の一つでもあります、親睦会も実施され、審判団を囲んでのディスカッション

となりました。暑い中、参加された皆様もおいしいビールを飲み干して大変ご満悦でした。 
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